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◯正　若松軍艦防波堤物語　P29

        ●=訂正箇所●  △={文献にあるが、実際に沈設された形跡なし。存在せず}

●各地の沈船防波堤(戦闘用艦艇以外も含む)●

　青森県　　●八戸港　　油槽船「東城丸」「富島丸」「大杉丸」●

　秋田県　　  秋田港　　駆逐艦「栃」「竹(初代)」

　　　　　 ●(土崎港) 　海防艦「伊唐」●

　福島県　　　小名浜港●駆逐艦「澤風」「汐風」●

　　　　　　　小名浜港●△駆逐艦「桂」{存在せず}●

　東京都八丈島神湊港　　駆逐艦「矢竹」

　京都府　　　竹野港　　駆逐艦「春風」

　福井県　　　四箇浦港●△駆逐艦「蓮」{存在せず}●

　広島県　　　安浦港　　特設輸送船「第一武智丸」「第二武智丸」 船形視認可

                                               　　　　　　コンクリート製　写真左

　　　　　　　坪井港　　被曳航油槽船　船名不詳　船形視認可 コンクリート製　写真右

※コンクリート船は、鋼材が極端に不足した終戦前に鋼鉄船の代用として作られ、主に輸送業務に使われた。

　　　　　　　　　　　　　　　　「武智丸」は若松からの石炭輸送にも従事した北九州ゆかりの艦である。

　山口県　　　岩国港　●△巡洋艦「平戸」{存在せず}●

　　　　　　　宇部港　●海防艦「三高(薫)」「大須(柿)」「第57号海防艦」●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　)内、改名前の名称。

　福岡県　　　若松港　　駆逐艦「冬月」「凉月」

　　　　   　　　　　　 駆逐艦「柳」(●初代・桃型●)」 船形視認可　鋼鉄製

                                                　                              本書表紙写真

 

(写真左)安浦港「第一武智丸｣｢第二武智丸」　　(写真右)　坪井港  被曳航油槽船(イメージ) 


